





Construction of nursery teacher training program for developing students’ 
active learning through the childcare contents seminarⅠⅡ(5): Efforts 
and improvements of educational methods for 2 years 
 




































県立大学(旧島根県立大学短期大学部)では 1.2 年生 91 人が歌や影絵・劇など
の内容を島根県民会館で地域の子どもや保護者を対象として発表したり 2)、
環太平洋大学短期大学部では 1.2 年生 91 人が歌や合奏、オペレッタ、ブラッ
クライトシアター、劇などの内容を宇和島市立南予文化会館で 11 園 370 名の
園児に発表したり 3)、山梨県立大学では 4 年生 22 名が 40 分程度の歌や劇、
ダンスを融合した創作オペレッタを 4 年間の学びを総括するものとして地域
















































































 キッズシアターでは学生全員が舞台で発表するため、各授業の最初の 15 分
程度の時間を使って発声練習を学生全員で行った。パート配属が決定した後











(6)各パートで異なる表現方法の 10～20 分程度の発表内容を考える 
































































































































































 この授業を通して工夫した教育方法の特徴は 4 にまとめた 12 項目であり、
学生が 1 年間のキッズランドとキッズシアターの活動を通じて身につけた力



















































































































いえる。例えば 1・2 年生が合同で取り組む活動の場合、2 年生がリーダーシ
ップをとり、1 年生がフォロアーになりがちであるが、本学の活動は 1 年生
がリーダーシップもフォロアーシップもとりながらグループや集団として成
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